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動画を見る

図1: 測定プローブと空気式霧化器。

1 動機

スプレー塗装の仕上がり品質は、霧化の際に生じる塗料液滴の組成に大きく左右
される。組成は最終製品の均一性、色調、表面構造を決定する。現代の塗装プロ
セスは高度に自動化されているにもかかわらず、基材へ向かって飛行中の個々の
塗料液滴の組成を監視する適切な手法は、これまで存在しなかった。
本研究では、液滴の時間分解光散乱信号から液滴の組成を評価する、特許出願中
の新しい光学的手法とその装置 [1] を紹介する。

2 測定原理

成形された光ビームを通過する塗料液滴は、光散乱強度の時間的な系列を生じ、これを2つ以上の検出器で記録する。信号ピークの順序から、
液滴が半透明か不透明かを判別できる。多数のこうした事象を統計的に評価すると、半透明液滴の相対数 Nrel が得られ、液滴の組成について
推論できる。

 
 

 y→∞, z→0 v = x/t

ガウスビームの強度分布 焦点における飛行方向の
プロファイル

ガウスピークの和としての
時間信号

3 検証と結果

検証のため、ベースコートと色濃縮液の質量比が異なるスプレー材料（Cm = 3、5、11、13、17、23 %）から得られた塗料液滴を、透明度に
応じて分類し計数した。得られた頻度から Nrel を求め、混合比 Cm と比較する。
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図2: Cm と Nrel の相関（対数フィット：
Cm = −21.6 · ln Nrel + 36.1、R² = 0.98）。色濃縮液の割合が減るほど、
半透明の塗料液滴の数が増える。

図3: Cm の異なる、調査した材料の塗料サンプル。スライドガラスの間
に封入した塗料液滴の透明度に見られる差は、スライドガラス間隔のわ
ずかなばらつきによるものである。

結論
■ 時間分解光散乱信号により、飛行中の半透明な塗料液滴と不透明な塗料液滴を区別できる。
■ Nrel は Cm（3〜23 %）と明確に相関する。色濃縮液が少ないほど、半透明の液滴が多い。
■ 本手法は、塗装プロセスにおける液滴組成の定量的な評価に適している。
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